
 

チェック項目 はい どちらとも
いえない いいえ

わから
ない

事業所が工夫している点 調査結果に基づいた事業所の改善目標

1
子どもの活動等のスペースが十分に確保さ
れている

100% 0% 0% 0%
法令を遵守したスペースを確保

するとともにプログラム別の場所

も確保しています。

2 職員の配置数や専門性は適切である 100% 0% 0% 0%

法令で必要とされている職員数

に加え、児童指導員、福祉経

験者、または従業者を１名以

上配置（常勤換算による算

定）しています。

3

生活空間は、本人にわかりやすい構造化さ
れた環境になっている。また、障がいの特性
に応じ、事業所の設備等は、バリアフリー化
や情報伝達等への配慮が適切になされてい
る

86.4% 0% 0% 13.6%

4
生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境
になっている。また、子ども達の活動に合わ
せた空間となっている

100% 0% 0% 0%

5
子どもと保護者のニーズや課題が客観的に
分析された上で、児童発達支援計画が作成
されている

95.5% 0% 0% 4.5%

6

児童発達支援計画には、児童発達支援ガイ
ドラインの「児童発達支援の提供すべき支
援」の「発達支援（本人支援及び移行支
援）」、「家族支援」、「地域支援」で示す支援
内容から子どもの支援に必要な項目が適切
に選択され、その上で、具体的な支援内容
が設定されている

86.4% 0% 0% 13.6%

7
児童発達支援計画に沿った支援が行われ
ている

100% 0% 0% 0%

8
活動プログラムが固定化しないよう工夫され
ている

72.7% 0% 0% 27.3%

9
保育所や認定こども園、幼稚園等との交流
や、障がいのない子どもと活動する機会が
ある

36.4% 4.5% 13.6% 45.5%

1. 調査結果（全体）

はい：76%

どちらともいえない：5%

いいえ：3%

わからない：17%

2.調査結果（満足度 22・23項目）

①子どもは通所を楽しみにしているか

はい：77.3%

どちらともいえない：22.7%

いいえ：0%

わからない：0%

②事業所の支援に満足しているか

はい：100%

どちらともいえない：0%

いいえ：0%

わからない：0%

3.「はい」の回答が95%以上の項目

○生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境

になっている。また、子ども達の活動に合わせた

空間となっている

○子どもと保護者のニーズや課題が客観的に分

析された上で、児童発達支援計画が作成され

ている

〇児童発達支援計画に沿った支援が行われて

いる

〇事業所の支援に満足している

〇子どもの活動等のスペースが十分に確保され

ている

〇職員の配置数や専門性は適切である

　

4.「はい」の回答が50%以下の項目

〇父母の会の活動の支援や、保護者会等の開

催等により保護者同士の連携が支援されている

〇保育所や認定こども園、幼稚園等との交流

や、障害のない子どもと活動する機会がある

〇非常災害の発生に備え、定期的に避難、救

出、その他必要な訓練が行われている

 ○保護者に対して家族支援プログラム（ペアレ

ント・トレーニングiv等）が行われている

　

（裏面につづきます）
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子どもたちが自分自身で活動に

参加できるためにプログラム別に

ルームを設定しています。また、

エレベーターの完備、各デイルー

ムのフラット化により、すべてのお

子さんがご利用しやすいようにバ

リアフリー化を行っています。

個別面談時に法人内共通のア

セスメントシートを用いて、また

発達検査やサービス等利用計

画も参考にして児童発達支援

計画書を作成しています。そし

て、月に1度、児童発達支援管

理責任者、相談員、作業療法

士、児童指導員等で多職種

チーム会議を行い、子どもたちの

療育、リハビリテーションの具体

的な支援内容を共有化してい

ます。

当協会デイサービスの役割は、

家庭・学校・地域と連携し、子ど

もたちの育ちを支え、本来持って

いるすばらしい力をエンパワーメン

トすることです。子どもたちのライ

フステージに応じて①子どもリハビ

リテーション②幼児療育支援③

“学び・表現・遊び”④キャリア発

達支援⑤居場所支援に取り組

んでいます。上記の活動プログラ

ムの立案は、サービス改善委員

会を月１回開催し、プログラム

内容を検討してエンパワメントプ

ログラムを計画・実施していま

す。

保護者等からの児童発達支援事業所評価の集計結果（公表）



チェック項目 はい
どちらとも
いえない いいえ

わから
ない

事業所が工夫している点 調査結果に基づいた事業所の改善目標

10
運営規程、利用者負担等について丁寧な説
明がなされた

77.3% 9.1% 0% 13.6%

11

児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援
の提供すべき支援」のねらい及び支援内容
と、これに基づき作成された「児童発達支援
計画」を示しながら、支援内容の説明がなさ
れた

81.8% 4.5% 0% 13.6%

12
保護者に対して家族支援プログラム（ペアレ
ント・トレーニングiv等）が行われている

50.0% 13.6% 9.1% 27.3%

13
日頃から子どもの状況を保護者と伝え合
い、子どもの健康や発達の状況、課題につ
いて共通理解ができているか

86.4% 13.6% 0% 0%

14
定期的に、保護者に対して面談や、育児に
関する助言等の支援が行われている

77.3% 4.5% 13.6% 4.5%

15
父母の会の活動の支援や、保護者会等の
開催等により保護者同士の連携が支援され
ている

27.3% 9.1% 18.2% 45.5%

保護者会ＳＵＮＯと連携して

イベントの開催等をとおして保護

者同士、事業所・保護者連携

に取り組んでいます。

16

子どもや保護者からの相談や申入れについ
て、対応の体制が整備されているとともに、
子どもや保護者に周知・説明され、相談や
申入れをした際に迅速かつ適切に対応され
ている

72.7% 4.5% 4.5% 18.2%

個別面談時に法人内共通のア

セスメントシートを用いて、また

発達検査やサービス等利用計

画も参考にして児童発達支援

計画書を作成しています。そし

て、月に1度、児童発達支援管

理責任者、相談員、作業療法

士、児童指導員等で多職種

チーム会議を行い、子どもたちの

療育、リハビリテーションの具体

的な支援内容を共有化してい

ます。

17
子どもや保護者との意思の疎通や情報伝達
のための配慮がなされている

81.8% 9.1% 0% 9.1%
お子さん、保護者の方の状況に

留意して意志の疎通や情報伝

達に努めています。

18

定期的に会報やホームページ等で、活動概
要や行事予定、連絡体制等の情報や業務
に関する自己評価の結果を子どもや保護者
に対して発信されている

68.2% 9.1% 0% 22.7%
毎月、ご利用確認カレンダーを

発行して、活動内容を発信して

います。

19 個人情報の取扱いに十分注意されている 72.7% 4.5% 0% 22.7%

法人としてプライバシーマーク

（ＰＭＳ）認証を取得して

「個人情報保護マネジメントシス

テムを確立し、「個人情報」を安

全に管理する体制を整え、運用

しています。

20

緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感
染症対応マニュアル等を策定し、保護者に
周知・説明されている。また、発生を想定し
た訓練が実施されている

54.5% 0% 4.5% 40.9%

児童発達支援マニュアル、感染

症マニュアル等を整備して職員

に周知しています。また、職員だ

けでなく利用者の方と相互に確

認できるマニュアルを作成、配布

しました。

21
非常災害の発生に備え、定期的に避難、救
出、その他必要な訓練が行われている

31.8% 0% 9.1% 59.1%
長期休暇を活用して、消防署と

連携して避難訓練に取り組んで

います。

22 子どもは通所を楽しみにしている 77.3% 22.7% 0% 0%

23 事業所の支援に満足している 100% 0% 0% 0%

76% 5% 3% 17%

5.2022年度　事業所の目標

①専門性ある療育・リハビリテーションを充実

子どもたちの療育支援・リハビリテーション支援の

充実に向けて、多職種（児童発達支援管理

責任者、作業療法士、専門相談員、児童指

導員等）によるチームアプローチを継続して実践

することにより支援の質を高めていきます。具体

的には、ひとりひとりの子どもたちを中心に、スタッ

フがアセスメント、支援方策、ふりかえりを共有し

て、子どもたちの発達支援を充実していきます。

また、療育セミナー等の家族支援プログラムを広

く周知していきます。

②ひとり親、多子世帯や不登校の児童・生徒

へのサポートを充実

ひとり親、多子世帯へのサポートに向けて、就学

前の子どもたちが過ごせる居場所づくりに取り組

みます。また、不登校の子どもたちのサポートを

向上するために、不登校の児童・生徒へのアセ

スメント・学び・生活サポートも継続して実施しま

す。

③感染症、緊急時等の対応を充実

感染症、緊急時等の対応を充実していきます。

具体的には、当法人内の子どもの支援に関わる

すべての事業所連携により検討を進め、保護者

の方と共有できるマニュアルを実行していきます。

とりわけ、感染症の予防については、手洗い、消

毒等、これまで以上に徹底していきます。

クリエバは、子どもたちのニーズに合った、より

個別的・専門的な支援の改善目標を設定しま

す。子どもたちの強みを発見して伸ばす療育支

援、リハビリテーション支援の充実に向け、今後

もみなさま方のご協力をお願いいたします。

この度はアンケート調査にご協力いただき誠にありがとうございました。みなさまのご意見を踏まえて、今後も子どもたちが成長を実感できる事業所を目指し

ていきます。
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事業契約時において契約書・

重要事項説明書の説明を行い

署名・捺印を頂いています。

2018年度より、講師を招いて

療育セミナーを開催して、家族

支援プログラムを実施していま

す。また相談員が子どもの発達

の状況や課題について共通理

解できるように努めています。こ

れからも保護者の方と“いっしょに

子育て”をする姿勢に立ち、経

験のあるスタッフがサポートさせて

いただきたいと考えています。

非
常
時
等
の
対
応

満
足
度

〇この「保護者等からの事業所評価の集計結果（公表）」は、保護者等の皆様に「保護者等向け児童発達支援評価表」により事業所の評価を行っていただき、その結
果を集計したものです。

集計結果（全体） 2021年度　保護者等の評価結果

毎年、利用者満足度調査を実

施して保護者等の意向を把握

し、利用者満足度調査結果分

析シートを作成して改善に努め

ています。また、2018年度よ

り、厚生労働省が定める“放課

後等デイサービスガイドライン”に

基づき保護者向け評価表も活

用して業務改善に取り組みま

す。


